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　～　固定資産税の評価替え

　市税、各種公共料金等の

納付は口座振替で！

　国民文化祭ジャズフェスティ

バルのサブテーマ募集

　架空請求にご注意を！！

　シリーズ吉野川市の農業②

　農業委員会だより

　人権講師団紹介②

　できごと

　人権とぴっくす

　男女共同参画

◆年末年始業務――――　

◆お知らせ――――　～　

　民生委員・児童委員の交代

　無料巡回バスを運行してい

ます！！

　税務課からのお知らせ

　老人医療受給者の皆さんへ

　要保護児童対策地域協議

会を設置

　考えよう森林・農地の大切さ

　個人事業者の皆さんへ

　献血にご協力ください

　国の教育ローン

◆募集――――――――　

　「放送大学」４月入学生募集

◆催し――――――――　

　古典落語二席　桂七福公

演会

　まちかどコンサート

◆相談――――――――　

　交通事故巡回相談

　巡回職業相談

◆調査――――――――　

　工業統計調査にご協力を

　川島万葉植物園－表紙写真

　国民年金だより

◆健康――――――　～　

　麻しん・風しん予防接種

　12・1月の健康相談・健康（運

動）教室

◆図書だより―――――　

　青少年育成補導

　交通安全

　吉野川市文化協会講演会

　市内での火災・救急出動、

今月の納税、人権相談・行

政相談・司法書士会による

無料法律相談、市民のうごき

　休日・夜間在宅当番医表
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子どもゆめまつり



ら
ず
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お

け
る
資
産
の
状
況
等
を
１
月
３１
日

ま
で
に
申
告
す
る
こ
と
が
地
方
税

法
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
償
却

資
産
の
所
有
者
に
は
、
申
告
書
を

１２
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先

税
務
課
（
市
役
所
）
ま

た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）

固
定
資
産
税
は
、
次
の
よ
う
な

手
順
で
税
額
が
算
定
さ
れ
ま
す
。
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固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
を

平
成
１８
年
度
に
実
施
し
ま
す

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
（「
賦
課
期
日
」
と
い
い
ま
す
。）

に
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

（
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
固
定
資

産
」
と
い
い
ま
す
。）
を
所
有
し

て
い
る
方
が
、
そ
の
固
定
資
産
の

価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
た
税
額

を
そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市

町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

固
定
資
産
税
を
納
め
る
方
は
、

原
則
と
し
て
固
定
資
産
の
所
有
者

で
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
土
地

登
記
簿
ま
た
は
土
地
補
充
課
税

台
帳
に
所
有
者
と
し
て
登
記
ま
た

は
登
録
さ
れ
て
い
る
方

▼
家
屋

登
記
簿
ま
た
は
家
屋
補
充
課
税

台
帳
に
所
有
者
と
し
て
登
記
ま
た

は
登
録
さ
れ
て
い
る
方

▼
償
却
資
産

償
却
資
産
課
税
台
帳
に
所
有
者

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
方

た
だ
し
、
所
有
者
と
し
て
登
記

さ
れ
て
い
る
方
が
賦
課
期
日
前
に

死
亡
し
て
い
る
場
合
等
に
は
、
賦

課
期
日
現
在
で
、
そ
の
土
地
、
家

屋
を
現
に
所
有
し
て
い
る
方
が
納

税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な

ど
を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
が
、
そ

の
事
業
の
た
め
に
用
い
て
い
る
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
を
い
い
ま

す
。
そ
の
内
容
を
例
示
し
ま
す
と

次
の
と
お
り
で
す
。

①
構
築
物
（
煙
突
、
鉄
塔
、
岸
壁

な
ど
）

②
機
械
お
よ
び
装
置
（
旋
盤
、
ポ

ン
プ
、
動
力
配
線
設
備
な
ど
）

③
船
舶

④
航
空
機

⑤
車
両
お
よ
び
運
搬
具
（
貨
車
、

固
定
資
産
税
は
ど
ん
な

税
金
で
す
か
？

誰
が
納
め
る
の
で
す
か
？

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

が
固
定
資
産
税
の
対
象
と

な
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

償
却
資
産
と
は
ど
ん
な
も

の
で
す
か
？

固
定
資
産
税
は
ど
ん
な
計

算
方
法
で
算
定
さ
れ
る
の

で
す
か
？

①固
定
資
産
を
評
価
し
、
そ

の
価
格
を
決
定
し
、
そ
の

価
格
を
も
と
に
、
課
税
標

準
額
を
算
定
し
ま
す
。

②課
税
標
準
額
×

税
率
（
１.４
％
）
＝
税
額

と
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
土
地
と
家
屋
の
評
価
替
え
は
、
３
年
ご
と
に

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
１５
年
度
は
旧
町
村
間
で
評

価
方
法
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
１８
年
度
に
つ
い
て
は
、

吉
野
川
市
と
し
て
統
一
し
た
評
価
方
法
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

固
定
資
産
の
評
価
替
え
が
あ
る
と
い
っ
て
も
分
か
り
に
く
い

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
固
定
資
産
税
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

あ
ら
た
め
て
ご
説
明
し
ま
す
。

客
車
、
ト
ロ
ッ
コ
、
大
型
特
殊
自

動
車
な
ど
）

⑥
工
具
、
器
具
、
備
品
（
測
定
工

具
、
切
削
工
具
、
机
、
い
す
、
ロ

ッ
カ
ー
な
ど
）

以
上
の
よ
う
な
事
業
用
資
産
が

償
却
資
産
で
す
。

な
お
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

も
の
は
、
課
税
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

①
耐
用
年
数
１
年
未
満
の
資
産

②
取
得
価
格
が
１０
万
円
未
満
の
資

産
で
法
人
税
法
等
の
規
定
に
よ
り

一
時
に
損
金
算
入
さ
れ
た
も
の

（
い
わ
ゆ
る
少
額
償
却
資
産
）

③
取
得
価
格
が
２０
万
円
未
満
の
資

産
で
法
人
税
等
の
規
定
に
よ
り
３

年
以
内
に
一
括
し
て
均
等
償
却
す

る
も
の
（
い
わ
ゆ
る
一
括
償
却
資

産
）

④
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税

の
対
象
と
な
る
も
の

た
だ
し
、
②
、
③
に
該
当
す
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
個
別
の
資
産

ご
と
の
耐
用
年
数
に
よ
り
通
常
の

減
価
償
却
を
行
っ
て
い
る
も
の
は

課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
償
却
資
産
の
申
告
】

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産

の
多
少
・
異
動
の
有
無
に
か
か
わ



る
評
価
替
え
が
あ
り
、
評
価
額
が

大
幅
に
上
昇
し
ま
し
た
。
一
方
、

こ
の
評
価
替
え
に
よ
っ
て
税
負
担

が
急
増
し
な
い
よ
う
、
な
だ
ら
か

に
税
額
を
上
昇
さ
せ
る
た
め
、
負

担
調
整
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
、
宅
地
の
評
価
額
は

商
業
地
・
住
宅
地
と
も
に
下
落
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
評
価
額

が
下
落
し
て
も
、
評
価
額
と
課
税

標
準
額
と
の
間
に
開
き
が
あ
る
土

地
に
つ
い
て
は
、
税
額
が
前
年
よ

り
増
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
税
務
課
資
産
税
係�

○22
２
２
１
５
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問
い
合
わ
せ

固
定
資
産
の
土
地
と
家
屋
に
つ

い
て
は
、
３
年
に
一
度
評
価
額
の

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
見

直
し
の
こ
と
を
「
評
価
替
え
」
と

い
い
、
平
成
１８
年
度
が
「
評
価
替

え
」
の
年
に
な
っ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
の
評
価
は
、
総
務
大

臣
が
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準

に
基
づ
き
、
市
町
村
長
が
そ
の
価

格
を
決
定
し
、
こ
の
価
格
を
も
と

に
課
税
標
準
額
を
算
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

土
地
の
評
価
額
は
、
固
定
資
産

評
価
基
準
に
基
づ
き
、
売
買
実
例

価
額
を
も
と
に
算
定
し
た
正
常
売

買
価
格
を
基
礎
と
し
て
求
め
ま

す
。
こ
れ
は
特
殊
な
取
引
価
格

（
競
売
価
格
や
個
人
的
な
負
債
の

相
殺
な
ど
の
取
引
価
格
）
で
は
な

く
不
動
産
鑑
定
士
が
鑑
定
し
た
価

格
を
基
に
算
定
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
１８
年
度
に
固
定
資
産

の
評
価
替
え
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
が
、「
評
価
替
え
」

と
は
ど
う
す
る
こ
と
な
の

で
す
か
？

合
併
し
て
誕
生
し
た
吉
野
川
市

は
、
旧
町
村
に
よ
っ
て
評
価
方
法

が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
評
価
替
え
か
ら「
路
線
価
方
式
」

に
よ
り
土
地
評
価
を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
家
屋
が
散
在
し
て
い

る
地
域
等
一
部
の
地
区
に
つ
い
て

は
、
「
そ
の
他
の
宅
地
評
価
法
」

に
よ
り
評
価
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

基
準
地
の
不
動
産
鑑
定
評
価
額

を
基
礎
と
し
て
主
要
道
路
に
路
線

の
価
格
（
路
線
価
）
を
設
定
し
、

そ
の
価
格
か
ら
土
地
の
評
価
額
を

算
定
す
る
方
法
で
す
。
宅
地
の
評

価
額
は
、
こ
の
路
線
価
を
も
と
に

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
宅
地
の
状
況
に

応
じ
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
宅
地
評
価
法
は
、
家

屋
が
散
在
し
、
一
般
に
宅
地
の
密

度
が
低
い
地
域
で
の
評
価
に
適
し

て
い
る
方
法
で
、
基
準
地
の
不
動

産
鑑
定
評
価
額
を
基
に
類
似
し
て

い
る
区
域
ご
と
に
評
価
額
を
算
定

す
る
方
法
で
す
。

○例
路
線
価
方
式

路
線
価
方
式
で
は
、
前
面
の
路

線
価
を
基
準
と
し
て
評
価
額
を
算

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
場
合
、
同
じ
面
積
（
図
の
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
の
よ
う
に
形
状
の
異
な
る

宅
地
）
で
あ
っ
て
も
間
口
・
奥
行

き
な
ど
土
地
の
形
状
に
よ
り
評
価

額
が
異
な
り
ま
す
。

一
方
、
そ
の
他
の
宅
地
評
価
法

は
、
土
地
の
利
用
状
況
や
利
用
上

の
便
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し

て
、
土
地
の
価
格
帯
が
比
較
的
類

似
し
て
い
る
地
区
ご
と
に
区
分
し

ま
す
。
こ
の
区
域
内
の
標
準
宅
地

を
基
準
と
し
て
評
価
額
を
算
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
６
年
度
に
評
価
の
均
衡
化

を
図
る
た
め
、
全
国
一
律
に
地
価

公
示
価
格
等
の
７
割
を
目
途
と
す

町
村
に
よ
っ
て
評
価
方
法

が
異
な
っ
て
い
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に

統
一
す
る
の
で
す
か
？

道路（路線価　円／m2単価） 

200m2
Ａ 

200m2
Ｂ 

200m2
Ｃ 

地
価
が
下
が
っ
て
い
る
の

に
、
土
地
の
税
額
が
上
が

る
場
合
が
あ
る
の
は
な
ぜ

で
す
か
？

路
線
価
方
式
と
は

そ
の
他
の
宅
地
評
価
法
と
は



●市税、各種公共料金等の納付は、口座振替をぜひご利用ください
　口座振替を利用すると次の４つのメリットがあります。
　　①便　利…窓口に出向く手間が省けて便利！
　　②安　全…現金を持ち歩かなくてよいので安全！
　　③確　実…納期限内での納付が確実！納め忘れの心配なし！
　　④手数料…口座振替の利用手数料は無料！

●口座振替で納めることができる市税、公共料金等
　固定資産税、軽自動車税、市県民税、国民健康保険税
　介護保険料、住宅使用料、住宅新築資金等償還金
　水道料金、下水道使用料（公共下水道、特定環境保全公共下水道、農業集落排水）
　保育所使用料

●口座振替ができる金融機関等
　阿波銀行、四国銀行、徳島銀行、四国労働金庫、徳島信用金庫、
　麻植郡農協、郵便局（※保育所使用料を除く）

●申込方法
　預貯金通帳と通帳届け出印をご持参の上、取り引きされている
金融機関等の窓口で「口座振替申込書」により申し込みください。
「口座振替申込書」は、口座振替が利用できる市内の金融機関等
の窓口のほか、各担当課、会計課、各支所地域課の窓口に備え付
けています。

　現金で納付する場合
　現金で納付する場合は、次の金融機関等の窓口、会計課、各支所地域課で納付
することができます。また、水道料金と下水道使用料については、コンビニエン
スストアで納付することもできます。ご利用可能なコンビニエンスストアは広報
よしのがわ9月号（vol.12）に掲載しています。
　＜現金で納付できる金融機関等＞
　　阿波銀行、四国銀行、徳島銀行、四国労働金庫、徳島信用金庫、麻植郡農協、
　　みずほ銀行徳島支店、郵便局（※保育所使用料を除く）

■ 市 税 務 課　　　22　2215（固定資産税、軽自動車税、市県民税、国民健康保険税）
■ 市 建 築 住 宅 課　　　22　2225（住宅使用料）
■ 市 人 権 課　　　22　2229（住宅新築資金等償還金）
■ 市長寿障害福祉課　　　25　6613（介護保険料）
■ 市 水 道 課　　　42　3199（水道料金）
■ 市 下 水 道 課　　　42　3399（下水道使用料）
■ 市子育て支援課　　　25　6614（保育所使用料）

問い合わせ

※

※
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【募集作品】
　吉野川市の文化、自然、歴史などがイメージでき、参加するすべての人が主役と
なれるジャズフェスティバルにふさわしいもの。
　《例》「唄おう、響かそう、交わろう、阿波忌部の里で」「吉野川からあなたのハートへ」

【応募方法】
　●はがき、ファクシミリ、Ｅメールにより応募してください。
　●応募作品、住所、氏名、電話番号を記入してください。
　●作品は１人１点で、自作で未発表のものに限ります。
　●応募作品は返却いたしません。
　●採用作品は第22回国民文化祭にて使用しますが、一部補作することがあります。
　●採用作品の著作権は第22回国民文化祭の主催者に帰属します。

【応募資格】　吉野川市在住の方

【募集期限】　平成17年12月22日（木）午後5時必着

【審　　査】
　第22回国民文化祭吉野川市企画委員会で採用作品を1点決定します。採用作品の応
募者には記念品を贈呈します。

第2222回 国民文化祭・とくしま国民文化祭・とくしま２００７２００７
ジャズフェスティバルのジャズフェスティバルの
サブテーマ募集サブテーマ募集

第22回 国民文化祭・とくしま２００７
ジャズフェスティバルの
サブテーマ募集

第22回 国民文化祭・とくしま２００７
ジャズフェスティバルの
サブテーマ募集

５月２１日に行われたMount高越ジャズフェスティバルの様子

サ
ブ
テ
ー
マ
募
集
要
領

　第22回国民文化祭・とくしま2007において、吉野川市ではジャズフェス
ティバルを開催します。吉野川市は、1995年からＭｏｕｎｔ高越ジャズフ
ェスティバルが開催され、年々出演を希望するバンドが増えるなど、ジャズ
愛好家の間ではジャズ人気が高いまちとしてよく知られています。
　阿波忌部の里・吉野川市で開催するこのジャズフェスティバルは、徳島県
でもとりわけ古い歴史を有するこの地域の文化を国内外に発信するとともに、
交流をとおして相互に文化を理解し、未来に輝ける「あわ文化」を創造、継承、
発展させていくことをめざすものです。
　この祭典を盛り上げ、成功させるため、市民の皆さんからサブテーマを募
集します。

【応募先・問い合わせ】
　〒７７６－８６１１
　吉野川市鴨島町鴨島１１５番地１
　吉野川市国民文化祭・日本文化デザイン
　会議準備室内
　国文祭サブテーマ募集係
　　 22 2236　FAX 22 2247
　Ｅメール
　junbishitsu@city.yoshinogawa.lg.jp

2005年（平成17年）12月14日第15号
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こ
の
よ
う
な
請
求
を
受
け
た
場
合

は
、次
の
よ
う
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

《
対
処
方
法
》

①
身
に
覚
え
の
な
い
も
の
は
一

切
支
払
わ
な
い
。

何
の
債
権
か
分
か
ら
な
い
も
の

に
、
金
額
や
内
容
の
確
認
ま
で
し

て
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
悪
質
な
業
者
に
は
、
こ
ち
ら

か
ら
一
切
連
絡
し
な
い
。

早
急
に
連
絡
す
る
よ
う
に
書
か

れ
て
い
ま
す
が
、
身
に
覚
え
の

な
い
場
合
は
絶
対
に
連
絡
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
連
絡
す
る
こ

と
で
、
相
手
側
に
個
人
情
報
を

知
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

③
請
求
の
取
り
立
て
が
執
拗

し
つ
よ
う

な

場
合
や
直
接
脅
さ
れ
た
場
合

は
、
最
寄
り
の
警
察
に
相
談

す
る
。

▼
相
談
窓
口

徳
島
県
警
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
８（
６
５
３
）９
１
１
０

④
架
空
請
求
か
ど
う
か
紛
ら
わ

し
い
場
合
は
、
相
手
に
連
絡

す
る
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
へ
相
談
す
る
。

▼
相
談
窓
口

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
８（
６
２
３
）０
１
１
０

《
架
空
請
求
の
内
容
の
特
徴
》

①
文
面
は
未
納
料
金
の
請
求
に
な
っ
て

い
る
が
、「
商
品
名
」、「
金
額
」、「
振

込
先
」
な
ど
の
具
体
的
な
記
載
は
な
い
。

②
受
け
取
っ
た
人
に
、「
恐
怖
心
」

や
「
困
惑
感
」
を
与
え
る
文
面
で
、

総合消費料金未納分訴訟最終通告書
訴訟番号　　（イ）△△△△△△－△△号

現在、貴殿は「総合消費料金未納分」について通信販売契約会社、運
営会社から「未だ連絡がない状態」として民事訴訟による訴状が提出さ
れております。

このまま連絡なき場合、指定裁判所から書類通達後に出廷となり、原
告側の主張が全面的に受理され、被告の給与及び動産物、不動産の差し
押さえを執行官立会いのもと強制執行し、「執行証書の交付」を承諾し
ていただきます。

民事訴訟、裁判取り下げ等のご相談に関しましては当局にて承ります
が、こちら「総合消費者民法特例法」による法務省認可通達書のため、
「個人情報保護法」上、ご本人様のご連絡をお願いいたします。

尚、当局は原告側からの訴訟通達、また訴訟の正当性を確認する機関
であり、当局が貴殿に対し訴訟を提起するのではありません。予め、ご
了承下さい。

※最近、架空請求業者の新しい手口として少額訴訟手続（少額訴訟は一
日で判決が出てしまうため、放置してしまうと欠席裁判となり原告側の
言い分通りの判決が出される）を利用し、実際に訴訟を提起する事例も
ございます。

万が一、身に覚えがない場合、早急にご連絡ください。

裁判取り下げ最終期日　　本書到達後３営業日以内
０３－△△△△－△△△△（訴訟管理課） 平日９：００～２０：００

〒△△△－△△△△　東京都○○区○○
訴訟通達管理事務局

最近、架空請求が多発していますので十分注意してください。架空請求の

内容（文面）はさまざまありますが、おおむね次のような特徴が見られます。

架架架架空空空空請請請請求求求求ににににごごごご注注注注意意意意をををを!!!! !!!!

本
人
か
ら
の
連
絡
を
求
め
る
内
容

に
な
っ
て
い
る
。

③
「
裁
判
手
続
」、「
少
額
訴
訟
手

続
」
な
ど
の
文
言
で
、
放
置
す
る

と
裁
判
に
な
る
な
ど
と
威
迫
・
困

惑
さ
せ
る
内
容
の
も
の
が
あ
る
。

④
悪
質
な
架
空
請
求
で
は
な
い

と
強
調
し
て
い
る
例
が
多
数
あ

る
。

⑤
公
的
機
関
か
ら
の
通
知
と
誤
認

さ
せ
る
よ
う
な
名
称
を
用
い
て
い

る
場
合
が
あ
る
。

）特徴①

）特徴⑤

）特徴②③
）特徴③④

←

《架空請求の一例》
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中
山
間
地
域
で
あ
る
美
郷
地
区

は
、
幾
層
に
も
連
な
る
山
並
み
に

囲
ま
れ
た
過
疎
地
域
で
す
。
面
積

は
５０
・
４７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

合
併
前
の
旧
４
町
村
で
一
番
大
き

く
、
そ
の
う
ち
約
８
割
が
山
林
で

す
。美

郷
村
が
誕
生
し
た
昭
和
３０
年

第
二
回
　
　

山
間
農
業
の
抱
え
る
課
題

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
に
歯
止
め
が
か
か
り
、

さ
ら
に
、
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
た

畑
が
再
び
耕
作
さ
れ
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
一
定
の
効
果
を
も

た
ら
し
た
制
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、

農
業
が
衰
退
し
て
い
く
要
因
と
な

っ
た
人
口
減
・
高
齢
化
と
い
う
根

本
的
な
問
題
が
解
消
さ
れ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
状
を
維
持

で
き
て
い
る
今
こ
そ
、
集
落
営
農

と
い
う
も
の
を
見
直
し
、
本
来
の

農
村
社
会
を
取
り
戻
す
た
め
、
集

落
は
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
に
つ
い
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

き
て
い
ま
す
。

市
農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

℡
○22
２
２
２
８

会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

１２
月
中
旬
に
は
、
各
農
家
に

「
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」（
平

成
１８
年
１
月
１
日
現
在
）
を
お
送

り
し
ま
す
。
次
の
①
か
ら
④
ま
で

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
は
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
農
業
委
員

会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

に
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

該
当
者

①
吉
野
川
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方②
平
成
１７
年
度
末
現
在
、
年
齢
が

満
２０
歳
以
上
の
方
（
昭
和
６１
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

③
１
０
０
０
㎡
＝
１０
ａ
＝
１
反
３

分
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業

務
を
営
む
方
、
お
よ
び
そ
の
方
の

同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者

④
耕
作
従
事
日
数
が
省
令
で
定
め

ら
れ
る
日
数
（
お
お
む
ね
６０
日
）

以
上
の
方

提
出
期
限

１
月
１０
日
（火）
必
着

※
な
お
、
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、

１２
月
２２
日
現
在
、
申
請
書
が
届
い

て
い
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

市
農
業
委
員
会
℡
○22
２
２
２
７

怪
傑
　
講
師
団
活
躍
中

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
団
紹
介
②

講
演
テ
ー
マ

「
わ
た
し
と
人
権
問
題
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

鴨
島
町
出
身
。
市
人
権
教
育
推

進
協
議
会
理
事
長
。
学
校
現
場
で

人
権
教
育
を
実
践
。
教
職
員
時
代
、

数
々
の
出
会
い
の
中
で
子
ど
も
と

共
に
学
び
変
容
し
て
き
た
自
分
を

語
る
。「
鼻
と
尻
」
の
話
は
聴
く
価

値
あ
り
。「
人
権
の
花
咲
く
ま
ち
吉

野
川
市
」
を
胸
に
社
会
教
育
に
力

を
そ
そ
ぐ
。「
人
間
に
生
ま
れ
て
き

て
よ
か
っ
た
」
し
ょ
う
い
ち
的
コ

コ
ロ
が
響
く
。

市
人
権
課
℡
○22
２
２
２
９

に
５
、
２
８
８
人
い
た
人
口
は
、

そ
れ
以
降
急
速
に
減
少
し
、
吉
野

川
市
と
な
る
直
前
の
平
成
１６
年
９

月
に
は
１
、
２
６
８
人
（
高
齢
化

率
４
割
強
）
で
県
内
で
は
木
沢
村
、

木
屋
平
村
に
次
い
で
３
番
目
に
人

口
の
少
な
い
村
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
中
山
間
地
域
と
い
う
こ

と
で
、
農
業
は
古
く
か
ら
急
し
ゅ

ん
な
土
地
で
の
耕
作
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
生
産
か
ら
出
荷
に
い
た
る

ま
で
、
平
た
ん
部
で
は
考
え
ら
れ

な
い
ほ
ど
の
不
利
が
あ
り
、
大
変

な
労
力
を
必
要
と
し
ま
し
た
。
若

者
が
多
く
耕
作
意
欲
が
高
い
と
き

に
は
そ
の
不
利
を
跳
ね
返
す
力
が

あ
っ
た
も
の
が
、
高
齢
者
の
増
加

に
つ
れ
、
耕
作
意
欲
が
減
退
し
、

耕
作
放
棄
を
す
る
農
家
が
増
え
て

い
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
は

平
成
１２
年
度
か
ら
「
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
」
を
施
行
し
、

中
山
間
地
域
の
農
業
者
に
対
し
て

交
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
生

産
活
動
の
継
続
と
、
同
地
域
が
持

っ
て
い
る
多
面
的
な
機
能
の
確
保

を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
美
郷
地
区

で
は
２５
集
落
が
協
定
を
取
り
交
わ

し
、
１
５
８
ha
を
対
象
と
し
て
交

付
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

坪
つぼ

井
い

詔一
しょういち

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
ぶ
な
い
ぞ
　
ま
が
っ
た
と
た
ん
　
ほ
ら
車

上
野
　
綾
真
（
上
浦
小
学
校
三
年
）

前
回
は
美
郷
の
基
幹
的
な
農
作

物
で
あ
る
梅
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
背
景
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

平
た
ん
部
に
比
べ
よ
り
労
力
を
要
す
る
急

し
ゅ
ん
な
土
地
で
の
作
業

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
の
提
出
を
忘

れ
ず
に
！

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
耕
作
面
積
や
家
族
等

の
状
況
に
つ
い
て
、
農
家
の
方
か

ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
農
業
委
員

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
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１１
月
１６
日
、
徳
島
県
庁
で
、
市

町
村
合
併
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰

の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
麻
植
郡
４

町
村
の
合
併
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。（

敬
称
略
・
順
不
同
）

山
内
正
晴

（
旧
山
川
町
）

野
口
　
順

（
旧
鴨
島
町
）

中
村
　
健

（
旧
川
島
町
）

河
野
利
英

（
旧
美
郷
村
）

伊
井
　
昇

（
旧
美
郷
村
）

長
野
徳
治

（
旧
川
島
町
）

三
好
吉
一

（
旧
鴨
島
町
）

黄
田
博
司

（
旧
山
川
町
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
青
し
ん
ご
う
　
し
か
し
心
は
　
赤
し
ん
ご
う

原
田
　
梨
沙
（
山
瀬
小
学
校
三
年
）

永
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
統
計

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
次
の
お
二
人
に
農
林
水
産
大

臣
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

中
塚
裕
規
さ
ん
（
美
郷
字
栩
谷
）

農
業
経
営
統
計
調
査
農
家

後
藤
次
郎
さ
ん
（
山
川
町
宮
島
）

標
本
製
材
工
場
調
査
標
本
工
場

１１
月
４
日
、
市
役
所
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
、
四
国
菊
花
品
評
会
の
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
設
置
さ
れ
た
花
壇
に
は
、

市
内
外
の
菊
愛
好
家
の
皆
さ
ん
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
立
菊
や
懸
崖

な
ど
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
作
品

が
展
示
さ
れ
、
見
物
に
訪
れ
た
人

た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
１１
月
１８
日
に
市
役
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

農
林
水
産
大
臣
賞
（
総
合
花

壇
）

優
勝

岸
田
　
貢（
鴨
島
町
喜
来
）

準
優
勝佐

尾
山
勝
（
山
川
町
麦
原
）

徳
島
県
知
事
賞
（
福
助
花
壇
）

優
勝

新
居
光
雄
（
鴨
島
町
敷
地
）

準
優
勝福

本
　
博
（
鴨
島
町
上
下

島
）

優
等

岸
田
　
貢（
鴨
島
町
喜
来
）

鎌
田
義
幸
（
鴨
島
町
中
島
）

岡
田
　
治（
鴨
島
町
飯
尾
）

徳
島
県
議
会
議
長
賞
（
立
菊
１２
鉢

花
壇
）

優
勝

福
本
　
博
（
鴨
島
町
上
下
島
）

準
優
勝岡

田
　
治
（
鴨
島
町
飯
尾
）

優
等

鎌
田
義
幸
（
鴨
島
町
中
島
）

岡
本
冨
士
子
（
鴨
島
町
喜
来
）

新
居
光
雄
（
鴨
島
町
敷
地
）

吉
野
川
市
長
賞
（
盆
栽
花
壇
）

優
勝

近
藤
利
夫
（
石
井
町
）

準
優
勝伊

藤
富
志
男
（
鴨
島
町
上
浦
）

吉
野
川
商
工
会
議
所
会
頭
賞
（
競

技
花
壇
）

優
勝

福
本
　
博
（
鴨
島
町
上
下
島
）

準
優
勝岡

本
冨
士
子
（
鴨
島
町
喜
来
）

優
等

岡
田
　
治
（
鴨
島
町
飯
尾
）

伊
藤
富
志
男
（
鴨
島
町
上
浦
）

大
塚
春
幸
（
鴨
島
町
中
島
）

総
務
大
臣
表
彰

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

第
７３
回
四
国
菊
花
品
評
会
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
き
を
つ
け
て
　
ど
う
ろ
に
で
た
ら
　
み
ぎ
ひ
だ
り

岸
上
　
妃
那
（
川
田
西
幼
稚
園
）

11
月
23
日
、
美
郷
字
上
谷
の
猪

井
雅
子
さ
ん
が
、
11
月
24
日
、
山

川
町
川
田
市
の
吉
田
ク
ラ
ノ
さ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
（
お
二
人
と
も
明
治
38
年
生

ま
れ
）、
吉
野
川
市
や
県
か
ら
祝
い

状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

猪
井
さ
ん
は
、
現
在
は
ベ
ッ
ド

で
の
生
活
で
す
が
、
新
聞
や
本
を

読
ん
だ
り
、
自
慢
の
歌
を
披
露
し

た
り
し
て
毎
日
元
気
に
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
。
誕
生
日
に
は
、
親

１０
月
２８
日
か
ら
１０
月
３０
日
ま
で

と
１１
月
３
日
の
４
日
間
、
吉
野
川

市
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

展
示
の
部
の
会
場
と
な
っ
た
川

島
体
育
館
に
は
、
生
花
、
写
真
、

書
道
、
絵
画
、
陶
芸
、
手
芸
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が

多
数
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
方
々
は

熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
演
芸
の
部
の
会
場
と
な

っ
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
鴨

島
公
民
館
で
は
、
舞
踊
、
銭
太
鼓
、

詩
吟
、
民
謡
、
大
正
琴
、
コ
ー
ラ

ス
、
三
味
線
な
ど
多
彩
な
演
芸
が

披
露
さ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
観

衆
は
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

戚
・
近
所
の
人
ら
が
大
勢
集
ま
っ

て
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
、
現
在
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
美
山
苑
に
入
所
し

て
い
ま
す
。
足
が
悪
く
寝
た
き
り

の
生
活
で
す
が
、
誕
生
日
に
は
、

同
施
設
で
娘
や
自
治
会
の
方
ら
と

一
緒
に
お
祝
い
し
、
笑
顔
で
応
え

て
い
ま
し
た
。

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
13
人
（
す
べ
て
女
性
）
に

な
り
ま
し
た
。

吉
野
川
市
文
化
祭

児童・生徒の作品を熱心に鑑賞する来場者

力作が多数展示された川島体育館

１１
月
６
日
、
バ
ン
ブ
ー
パ

ー
ク
、
山
川
体
育
館
で
、
や

ま
か
わ
祭
２
０
０
５
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

午
前
９
時
か
ら
行
わ
れ
た

こ
う
つ
ウ
ォ
ー
ク
に
は
、
雨

天
に
も
か
か
わ
ら
ず
集
ま
っ

た
約
３
０
０
人
が
、
バ
ン
ブ

ー
パ
ー
ク
を
出
発
し
、
阿
波

和
紙
伝
統
産
業
会
館
や
芳
川

顕
正
伯
爵
生
家
な
ど
山
川
町

内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ

る
約
６
km
の
コ
ー
ス
を
元
気

に
歩
き
ま
し
た
。

ま
た
、
山
川
体

育
館
で
は
、
菊
花
、

陶
芸
、
水
墨
画
、

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ

ー
、
写
真
パ
ネ
ル

な
ど
の
展
示
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
神

代
お
宝
踊
り
、
山

瀬
小
学
校
金
管
バ

ン
ド
の
演
奏
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
大

勢
の
方
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

や
ま
か
わ
祭2

0
0
5

日ごろの練習の成果を発揮し、見事な演奏を披露した
山瀬小学校金管バンド バンブーパークを元気にスタート

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

11
月
24
日
に
百
歳
を
迎
え
た

吉
田
ク
ラ
ノ
さ
ん

11
月
23
日
に
百
歳
を
迎
え
た

猪
井
雅
子
さ
ん
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１１
月
３
日
、
市
役
所
３
階
大
会

議
室
で
、
平
成
１７
年
度
吉
野
川
市

表
彰
・
吉
野
川
市
教
育
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
。

市
表
彰
は
、
本
市
の
政
治
、
経

済
、
文
化
、
社
会
な
ど
に
わ
た
っ

て
、
本
市
の
振
興
に
寄
与
し
、
功

績
が
顕
著
で
あ
っ
た
方
、
市
民
の

模
範
と
認
め
ら
れ
る
行
為
が
あ
っ

た
方
な
ど
を
た
た
え
る
も
の
で

す
。市

教
育
表
彰
は
、
吉
野
川
市
立

小
・
中
学
校
に
長
年
に
わ
た
り
在

籍
し
、
顕
著
な
教
育
実
績
を
あ
げ

た
教
職
員
や
、
運
動
競
技
ま
た
は

研
究
・
製
作
な
ど
の
活
動
に
お
い

て
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
児
童
生

徒
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

野
口
順
（
前
鴨
島
町
長
）

旧
麻
植
郡
４
町
村
の
合
併
に
対

す
る
多
大
な
る
貢
献
と
、
合
併
後

市
長
が
決
ま
る
ま
で
の
間
、
職
務

執
行
者
と
し
て
数
多
く
の
事
務
処

理
を
執
行

平
成
１７
年
度

吉
野
川
市
表
彰
・

教
育
表
彰
式

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
い
ち
れ
つ
に
　
な
ら
ん
で
歩
こ
う
　
と
う
げ
こ
う

林
　
　
耕
平
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
二
年
）

中
村
　
健
（
前
川
島
町
長
）

旧
麻
植
郡
４
町
村
の
合
併
に
対

す
る
多
大
な
る
貢
献

山
内
正
晴
（
前
山
川
町
長
）

合
併
協
議
会
会
長
と
し
て
の
、

旧
麻
植
郡
４
町
村
の
合
併
に
対
す

る
多
大
な
る
貢
献

河
野
利
英
（
前
美
郷
村
長
）

旧
麻
植
郡
４
町
村
の
合
併
に
対

す
る
多
大
な
る
貢
献

伊
井
　
昇
（
元
美
郷
村
長
）

合
併
協
議
会
会
長
と
し
て
の
、

旧
麻
植
郡
４
町
村
の
合
併
に
対
す

る
多
大
な
る
貢
献

藤
井
達
也
（
前
市
農
業
委
員
）

農
業
委
員
と
し
て
永
年
に
わ
た

り
職
務
に
励
み
、
地
域
農
業
振
興

等
に
貢
献

大
久
保
賢
一
（
前
市
農
業
委
員
）

農
業
委
員
と
し
て
永
年
に
わ
た

り
職
務
に
励
み
、
地
域
農
業
振
興

等
に
貢
献

大
西
照
治
（
前
市
農
業
委
員
）

農
業
委
員
と
し
て
永
年
に
わ
た

り
職
務
に
励
み
、
地
域
農
業
振
興

等
に
貢
献

後
藤
田
達
夫
（
現
市
農
業
委
員
）

農
業
委
員
と
し
て
永
年
に
わ
た

り
職
務
に
励
み
、
地
域
農
業
振
興

等
に
貢
献

尾

暢
武
（
現
市
農
業
委
員
）

農
業
委
員
と
し
て
永
年
に
わ
た

り
職
務
に
励
み
、
地
域
農
業
振
興

等
に
貢
献

藤
岡
文
夫
（
前
市
農
業
委
員
）

農
業
委
員
と
し
て
永
年
に
わ
た

り
職
務
に
励
み
、
地
域
農
業
振
興

等
に
貢
献

開
文
雄
（
農
業
）

美
郷
の
「
高
開
の
石
積
み
」
の

修
復
を
長
年
に
わ
た
り
続
け
、

「
高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」

は
、（
財
）
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
主
催
、
第
９
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ

ン
ト
大
賞
文
化
交
流
部
門
賞
受

賞
。

市
表
彰

１１
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
、
東

京
都
港
区
の
汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
で

「
全
国
合
併
市
町
村
　
夢
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
の
大
合
併
で
誕
生
し
た
新

市
町
村
の
観
光
地
や
特
産
品
、
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹

介
す
る
目
的
で
開
か
れ
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
全
国
か
ら
１
３
２

市
町
村
、
徳
島
県
か
ら
は
吉
野
川

市
と
美
馬
市
が
参
加
し
ま
し
た
。

吉
野
川
市
の
特
産
品
ブ
ー
ス
で

は
、
美
郷
物
産
館
の
梅
加
工
品
、

鴨
島
町
の
野
田
ハ
ニ
ー
食
品
株
式

会
社
の
は
ち
み
つ
、
す
だ
ち
の
加

工
品
、
川
島
町
の
焼
肉
の
た
れ
、

吉
野
川
市
の魅

力
を
Ｐ
Ｒ

山
川
町
阿
波
手
漉
和
紙
商
工
業
組

合
の
和
紙
製
品
な
ど
、
市
内
各
地

区
の
特
産
品
20
品
を
出
品
し
人
気

を
集
め
ま
し
た
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
吉
野
川
市
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し
、
吉

野
川
市
を
全
国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

特産品ブース

今
年
も
四
国
電
力
株
式
会
社
か

ら
、「
よ
ん
で
ん
グ
ル
ー
プ
ふ
れ
あ

い
旬
間
」
行
事
の
一
環
と
し
て
、

明
る
い
街
づ
く
り
に
役
立
て
て
、

と
防
犯
灯
２８
基
が
市
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

１０
月
２４
日
、
市
役
所
を
訪
れ
た

松
本
鴨
島
営
業
所
長
と
南
薗
脇
町

営
業
所
長
か
ら
、
市
長
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

市長に目録が手渡された

防
犯
灯
寄
贈
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
と
も
だ
ち
と
　
ち
ゅ
う
い
し
な
が
ら
　
か
え
る
み
ち

小
倉
　
　
彩
（
西
麻
植
小
学
校
一
年
）

【
教
育
功
労
者
】

住
友
寛
子
（
山
川
中
学
校
教
諭
）

吉
野
川
市
立
学
校
通
算
２６
年
在

職
、
就
学
指
導
、
障
害
児
教
育
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

【
児
童
・
生
徒
】

島
田
千
聖
（
上
浦
小
１
年
）

環
境
省
主
催
　
愛
・
地
球
博

記
念
「
私
が
持
ち
た
い
マ
イ
バ
ッ

ク
プ
リ
ン
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」
小
・
中
学
生
の
部
　
優
秀
賞

岩
田
里
奈
（
鴨
島
小
６
年
）

平
成
１７
年
度
第
２３
回
全
国
小
・

中
学
生
　
箏
曲
コ
ン
ク
ー
ル
小
学

生
の
部
　
優
良
賞
（
第
３
位
）

松
浦
李
乃
（
鴨
島
小
４
年
）

平
成
１６
年
度
徳
島
県
小
学
生
人

権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞

立
石
綾
（
知
恵
島
小
６
年
）

第
５１
回
国
際
理
解
・
国
際
協
力

の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
徳
島
県
予
選

小
学
校
の
部
　
最
優
秀
賞

吉
田
弥
樹
（
川
田
中
小
６
年
）

文
部
科
学
省
「
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加

事
業
　
第
１
回
メ
リ
ッ
ト
「
み
ん

な
の
夢
」
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
　
メ
リ
ッ
ト
賞

中
山
亜
紀
（
川
田
中
小
６
年
）

徳
島
県
・
徳
島
県
教
育
委
員
会

主
催
　
平
成
１６
年
度
「
省
資
源
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」
優
秀
賞

刈
谷
成
希
（
川
田
中
小
４
年
）

道
と
景
観
の
会
「
ニ
ッ
ポ
ン
の

道
・
街
並
み
を
よ
く
し
よ
う
。
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
小
学
生
の

部
　
入
選

喜
多
早
紀
（
鴨
島
東
中
３
年
）

四
国
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
個
人
第
３
位

喜
多
麻
紀
（
鴨
島
東
中
３
年
）

四
国
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
個
人
第
３
位

島
田
千
晶
（
鴨
島
東
中
２
年
）

環
境
省
主
催
　
愛
・
地

球
博
記
念
「
私
が
持
ち
た

い
マ
イ
バ
ッ
ク
プ
リ
ン
ト

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

小
・
中
学
生
の
部
　
最
優

秀
賞
（
環
境
大
臣
賞
）

上
村
誠
（
鴨
島
東
中
１

年
）徳

島
県
中
学
校
陸
上
競

技
記
録
会
　
男
子
１
０
０

メ
ー
ト
ル
　
中
学
校
１
年

の
部
優
勝

松
尾
沙
代
（
山
川
中
３

年
）四

国
中
学
校
総
合
体
育

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
個

人
第
３
位

尾
之
上
美
奈
（
山
川
中
３
年
）

四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
　
個
人
第
１
位

松
家
楓
（
山
川
中
２
年
）

四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
　
個
人
第
３
位

元
村
美
穂
（
美
郷
中
３
年
）

四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会
女

子
砲
丸
投
げ
　
第
２
位

【
団
体
】

山
川
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部徳

島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
団
体
　
優
勝

市
教
育
表
彰

１１
月
２２
日
、
吉
野
川
市
行
財
政

審
議
会
（
野
村
隆
会
長
）
の
第
７

回
会
議
が
、
市
役
所
３
階
大
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
市
長
か
ら
諮
問
さ

れ
た
市
の
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
６
回
に
わ
た
り
、
調

査
・
審
議
し
た
内
容
を
審
議
会
と

し
て
最
終
的
に
と
り
ま
と
め
、
川

真
田
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

答
申
に
は
、「
行
政
体
制
の
整
備
」

「
効
率
的
な
行
政
運
営
」「
投
資
的

事
業
の
重
点
化
」「
開
か
れ
た
市
政
」

１０
月
２９
日
・
３０
日
の
２
日

間
、
世
界
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
が
栃
木
県
宇
都
宮

市
で
開
催
さ
れ
、
日
本
代
表
と

し
て
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
７８
kg
超
級

に
出
場
し
た
、
宮
本
朋
哉
さ
ん

（
山
川
町
前
川
）
が
、
ラ
イ
ト

ハ
ン
ド
で
２
位
、
レ
フ
ト
ハ
ン

ド
で
３
位
と
い
う
好
成
績
を
お

さ
め
ま
し
た
。

行
財
政
審
議
会
が

市
長
に
答
申

世
界
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
で
宮
本

朋
哉
さ
ん
が
大
活
躍

表彰台に上がり国旗を広げる宮本さん（左から２人目）

「
人
材
の
育
成
」
の
５
項
目
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
提
言
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
は
、
こ
の
答
申
内
容

に
基
づ
き
、
平
成
２１
年
度
ま
で
の

実
施
計
画
を
策
定
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
公

開
す
る
と

と
も
に
、

本
格
的
に

行
財
政
改

革
を
実
行

し
て
い
く

こ
と
と
な

り
ま
す
。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
青
信
号
　
横
断
す
る
に
も
　
再
確
認
　

森
下
　
由
加
（
森
山
小
学
校
六
年
）

「
男
っ
て
」
「
男
だ
か
ら
」

「
男
の
く
せ
に
」
な
ど
。
常
に

意
識
し
て
い
な
く
て
も
、
な
ん

と
な
く
男
性
の
行
動
に
対
し
て

こ
ん
な
言
い
方
を
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
同
様
に
、

「
女
っ
て
」「
女
だ
か
ら
」「
女

の
く
せ
に
」
と
い
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
次
の
イ
ラ
ス
ト
の
よ

う
に
、「
女
だ
か
ら
お
茶
出
し

に
事
務
整
理
、
男
だ
か
ら
外

回
り
に
出
張
」
と
考
え
る
人
は

多
く
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
家
庭
や
職
場
、

学
校
な
ど
社
会
の
中
に
は
、
い

ま
だ
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意

識
や
思
い
込
み
が
あ
り
ま
す
。

女
性
は
男
性
に
比
べ
役
職

を
引
き
受
け
る
人
が
全
体
的
に

少
な
く
、
政
策
決
定
過
程
へ
の

参
画
に
つ
い
て
も
消
極
的
で

す
。今

後
、
女
性
も
、
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
仕

事
、
地
域
活
動
に
意
欲
的
に
参

画
し
て
い
く
意
識
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
す
。

男
女
平
等
に
つ
い
て
は
、
法

律
や
学
校
教
育
の
な
か
で
は
広

が
っ
て
い
ま
す
が
、
社
会
全
体

に
お
け
る
男
女
の
地
位
の
平
等

感
は
ま
だ
「
男
性
が
優
遇
さ
れ

て
い
る
」
と
感
じ
る
人
が
多
く

い
ま
す
。
あ
な
た
は
ど
う
感
じ

て
い
ま
す
か
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご

感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
企
画
政
策
課
℡
○22
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kika
ku
@
city.yo

sh
in
o
g
a

w
a
.lg
.jp

男
女
共
同
参
画

社
会
の
現
状

ん
ば
）」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

物
語
の
中
で
、
村
の
住
民
の
ほ

と
ん
ど
は
、
し
き
た
り
様
と
い
う

名
の
神
を
崇
拝
し
、
何
か
災
い
が

起
こ
る
と
、
川
下
者
と
呼
ば
れ
る

住
民
や
、
山
姥
の
せ
い
に
す
る
と

い
う
偏
見
に
縛
ら
れ
た
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
間
社
会

と
関
わ
り
な
く
過
ご
し
て
い
た
山

姥
が
あ
る
と
き
、
人
間
の
子
を
身

ご
も
り
、
産
み
、
育
て
て
い
く
中

で
人
間
社
会
と
の
密
接
な
関
わ
り

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

物
語
が
進
む
に
つ
れ
て
、
偏
見

に
す
が
り
な
が
ら
生
き
て
い
く
人

間
の
弱
さ
や
山
姥
の
子
ど
も
へ
の

純
粋
で
激
烈
な
愛
情
が
映
し
出
さ

れ
ま
す
。
最
後
の
場
面
で
は
、
山

姥
は
人
間
の
全
て
の
罪
を
か
ぶ

り
、
死
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
劇
に
取
り
組
む
中
で
、
子

ど
も
た
ち
は
、
山
姥
の
生
き
方
か

ら
親
や
家
族
の
思
い
が
い
か
に
深

い
も
の
で
あ
る
か
を
強
く
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
普
段
の
生
活
の
中
で
、

自
分
た
ち
が
興
味
本
意
な
う
わ
さ

話
か
ら
、
人
を
傷
つ
け
た
り
、
傷

つ
け
ら
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
見
つ
め
直
す
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
人
間
に
と
っ
て
「
大
切

な
こ
と
」
は
何
な
の
か
、
命
を
か

け
て
訴
え
た
山
姥
に
、
多
く
の
人

が
感
動
し
、
自
ら
の
生
き
方
を
問

い
、
社
会
と
の
関
わ
り
方
を
考
え

て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

劇
に
描
か
れ
た
人
間
の
弱
さ

は
、
現
代
社
会
の
中
に
も
存
在
し

ま
す
。
根
強
く
残
る
差
別
の
裏
側

に
は
人
間
の
弱
さ
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
弱
さ
を
直
視
し
、
克
服

す
る
こ
と
が
、
求
め
る
べ
き
人
と

し
て
の
生
き
方
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

私
た
ち
は
、
人
権
学
習
や
人
権

劇
で
得
た
も
の
を
基
に
、
こ
れ
か

ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に

気
付
き
、
と
も
に
考
え
、
発
信
し
、

保
護
者
の
方
々
や
地
域
の
方
々

と
、
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会

を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
生
涯
学
習
課
内
）

℡
○42
４
１
１
５

人
権
と
ぴ
っ
く
す

「
人
権
劇
に
取
り
組
ん
で
」

―
山
川
中
学
校
―

問
い
合
わ
せ

役
割
分
担
意
識
と
思
い
込
み

山
川
中
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
も
人
権
劇
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
今
年
は
昔
話
に
よ
く
出

て
く
る
、
古
い
日
本
の
山
村
を
舞

台
に
し
た
人
権
劇
「
山
姥
（
や
ま

こういう体験ありませんか？

男
女
の
平
等
感

女
性
の
意
識
改
革
を

人
権
劇
「
山
姥
」
を
上
演
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
運
転
中
　
見
な
い
ぞ
出
な
い
よ
　
け
い
た
い
電
話

丸
　
拓
也
（
知
恵
島
小
学
校
五
年
）

民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
交
代

川
島
地
区
で
１
人
、
山
川
地
区

で
２
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
交
代
し
ま
し
た
。

【
川
島
地
区
】

▼
担
当
区
域

（
神
後
東
部
、
神
後
西
部
、
城

東
、
岡
山
寮
、
水
明
荘
ヴ
ィ
ラ
、

グ
ラ
ン
シ
ー
ド
Ｋ
）

新
任
　
阿
部
　
裕

旧
任
　
大
森
　
順
治

【
山
川
地
区
】

▼
担
当
区
域

（
川
田
天
神
、
北
島
東
、
北
島

西
）

新
任
　
岩
谷
　
和
子

旧
任
　
住
友
　
千
鶴

▼
担
当
地
区

（
東
市
久
保
、
西
市
久
保
、
原
）

新
任
　
寒
川
　
光
明

旧
任
　
福
永
　
邦
子

市
地
域
福
祉
課

℡
○25
２
１
１
１

情
報
広
場 

野焼きはやめましょう。簡易焼却炉、ドラム缶等でのごみの焼却はできません。

お
知
ら
せ 

年
末
年
始
業
務 

納
期
限
　
　
12
月
26
日
（月）

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
税
務
課

℡
○22
２
２
１
５

問
い
合
わ
せ

※
１２
月
２３
日
（金）
は
祝
日
で
す
が
、

収
集
し
ま
す
。

※
鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み

の
持
ち
込
み
は
、
燃
や
せ
る
ご
み

に
限
り
１２
月
２９
日
（木）
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。

市
役
所
、
川
島
・
山
川
・
美
郷

庁
舎
は
１２
月
２９
日
（木）
か
ら
来
年
１

月
３
日
（火）
ま
で
閉
庁
し
ま
す
。
戸

籍
届
出
（
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な

ど
）の
受
理
は
閉
庁
期
間
中
で
も
、

市
役
所
ま
た
は
山
川
庁
舎
で
行
い

ま
す
。

な
お
、
１２
月
２９
日
（木）
か
ら
来
年

１
月
３
日
（火）
ま
で
は
印
鑑
登
録
証

明
書
・
住
民
票
自
動
交
付
機
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

市
市
民
生
活
課
℡
○22
２
２
１
０

●
ご
み
収
集
業
務

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
業
務
は

表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

年
末
の
ご
み
は
早
め
に
整
理

し
、
決
め
ら
れ
た
日
時
に
決
め
ら

れ
た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

▼
鴨
島
地
区

地域

Ａ地域

Ｂ地域

分　類

燃やせるごみ

ペットボトル

資源ごみ

その他の不燃物

燃やせるごみ

ペットボトル

資源ごみ

その他の不燃物

年末収集最終日

12月26日（月）

12月１日（木）

12月７日（水）

12月21日（水）

12月27日（火）

12月８日（木）

12月14日（水）

12月28日（水）

１月５日（木）

１月19日（木）

１月４日（水）

１月18日（水）

１月６日（金）

１月26日（木）

１月11日（水）

１月25日（水）

年始収集開始日

市
内
４
庁
舎
（
市
役
所
・
川
島

庁
舎
・
山
川
庁
舎
・
美
郷
庁
舎
）

間
を
結
ぶ
無
料
巡
回
バ
ス
を
運
行

し
て
い
ま
す
。

の
ぼ
り

路
線
（
美

郷
庁
舎→

山
川
庁
舎

→

川
島
庁

舎→

市
役

所
）
と
、

く
だ
り
路

線
（
市
役
所→

川
島
庁
舎→

山

川
庁
舎→

美
郷
庁
舎
）
の
２
路
線

が
あ
り
ま
す
。
と
も
に
平
日
に
１

日
８
便
の
運
行
で
す
。

手
続
き
や
申
請
・
相
談
な
ど
で

各
庁
舎
に
ご
用
の
際
に
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
粗
大
ご
み
の
自
己
搬
入
に
つ
い

て
は
、
１２
月
２５
日
（日）
が
年
内
最
終

の
受
入
日
で
、
１
月
９
日
（月）
が
年

始
最
初
の
受
入
日
と
な
り
ま
す
。

市
西
環
境
セ
ン
タ
ー℡

○42
５
３
３
３

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

１２
月
は
、
市
・
県
民
税
（
第

３
期
）
の
納
付
月
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

無
料
巡
回
バ
ス
を

運
行
し
て
い
ま
す
!!

●
平
成
１８
年
１
月
か
ら
、
古
紙

類
（
新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー

ル
）
の
分
別
回
収
を
実
施
し
ま

す
。
縛
る
ひ
も
に
つ
い
て
は
、

紙
ひ
も
の
使
用
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

平
成
１８
年
鴨
島
町
ご
み
収
集
日

程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー

℡
○24
５
６
９
７

▼
川
島
・
山
川
・
美
郷
地
区

分　類

燃やせるごみ

年末収集最終日

12月27日（火） １月５日（木）
１月６日（金）

ペットボトル 12月５日（月） １月16日（月）
カン等金属 12月７日（水） １月４日（水）
段ボール 12月８日（木） １月12日（木）
新聞紙 12月14日（水） １月11日（水）
雑誌 12月15日（木） １月19日（木）
ビン類 12月21日（水） １月18日（水）
埋立ごみ 12月22日（木） １月25日（水）
蛍光管・乾電池 12月22日（木） １月25日（水）
複合ごみ 12月28日（水） １月26日（木）

年始収集開始日

●
一
般
業
務

市
総
務
課

℡
○22
２
２
３
１

問
い
合
わ
せ
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
な
た
の
心
に
　
ゆ
と
り
を
も
っ
て
　
交
通
安
全

西
岡
真
奈
美
（
川
島
小
学
校
五
年
）

平
成
１５
年
の
課
税
売
上
高
が
１

０
０
０
万
円
を
超
え
る
と
、
平
成

１７
年
分
の
消
費
税
の
申
告
と
納
税

が
必
要
で
す
。

申
告
・
納
税
の
期
限
は
、
平
成

１８
年
３
月
３１
日
で
す
。

納
付
税
額
の
計
算
方
法
に
は
、

み
な
し
仕
入
率
を
使
う
「
簡
易
課

税
」
も
あ
り
ま
す
。
新
た
な
課
税

事
業
者
の
方
が
「
簡
易
課
税
」
を

選
択
す
る
場
合
、
平
成
１７
年
１２
月

３１
日
ま
で
に
届
出
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。

消
費
税
の
納
税
に
は
「
安
全
・
確

実
・
便
利
」
な
振
替
納
税
の
ご
利

用
を
！

※
詳
し
く
は
税
務
署
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

川
島
税
務
署

℡
○25
２
２
１
１

個
人
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

消
費
税
の
申
告
、
あ
な
た

は
大
丈
夫
で
す
か
？

問
い
合
わ
せ

老
人
医
療
受
給
者
が
入
院
す
る

場
合
に
は
、
医
療
費
と
は
別
に
、

食
事
代
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

低
所
得
Ⅰ
も
し
く
は
Ⅱ
に
該
当

す
る
方
は
、
申
請
に
よ
り
次
の
一

覧
表
の
金
額
に
減
額
さ
れ
ま
す
の

で
、
入
院
す
る
場
合
に
は
、
申
請

の
上
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

老
人
医
療
受
給
者
の

皆
さ
ん
へ

〜
入
院
時
の
食
事
代
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
〜

申
請
に
必
要
な
も
の

①
保
険
証

②
老
人
医

療
受
給
者

証③
印
鑑

④
過
去
１

年
間
に
９０

日
を
超
え
る
入
院
の
あ
る
方
は
そ

の
領
収
書

申
請
場
所

国
保
年
金
課
（
市
役
所
）
ま
た
は

支
所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・
美

郷
）

市
国
保
年
金
課
老
人
医
療
係

℡
○22
２
２
１
３

吉
野
川
市
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
を
設
置

１０
月
２０
日
、
吉
野
川
市
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
関
係
機
関
や

関
係
団
体
と
連
携
し
、
虐
待
を
受

け
て
い
る
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す

る
要
保
護
児
童
の
早
期
発
見
や
適

切
な
保
護
、
要
保
護
児
童
お
よ
び

家
族
へ
の
適
切
な
支
援
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

市
子
ど
も
相
談
室
℡
○25
６
６
１
８

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

●入院時の食事代の標準負担額（１日）

※低所得　…世帯全員の方が市民税非課税である方
※低所得　…世帯全員の方が市民税非課税で、かつ世帯全員所得

がない方

一般、一定以上の所得のある方

低所得　の方

90日までの入院

90日を超える入院

（過去12カ月の入院日数）

低所得　の方

780円

650円

500円

300円

考
え
よ
う

森
林
・
農
地
の
大
切
さ

き
れ
い
な
水
、
き
れ
い
な
緑
、

き
れ
い
な
空
気
は
森
林
や
農
地
が

も
た
ら
す
大
切
な
恵
み
で
す
。

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

私
た
ち
の
生
活
は
豊
か
な
森
林

や
農
地
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

国
土
保
全
奨
励
制
度
全
国
推
進

協
議
会
（
全
国
３４
道
府
県
加
盟
）

は
、
森
林
や
農
地
の
重
要
性
や
農

山
村
地
域
活
性
化
の
必
要
性
を
訴

え
て
い
ま
す
。

森
林
・
農
地
の
大
切
さ
を
身
近

な
こ
と
と
し
て
、
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

国
土
保
全
奨
励
制
度
全
国
推
進
協

議
会
事
務
局
（
宮
崎
県
環
境
森
林

部
山
村
・
木
材
振
興
課
）

℡
０
９
８
５
（
２
６
）
７
１
５
７

問
い
合
わ
せ

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

移
動
採
血
車
に
よ
る
献
血
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
現
在
、

全
国
的
に
輸
血
用
血
液
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
善

意
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

●
平
成
１８
年
１
月
２７
日
（金）

▽
マ
マ
の
店
鴨
島
店
前

午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

▽
チ
ャ
ー
リ
ー
鴨
島
店
前

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

※
２
０
０
ml
・
４
０
０
ml
の
み

●
平
成
１８
年
３
月
１
日
（水）

▽
市
川
島
庁
舎
前

午
前
９
時
〜
正
午

▽
市
山
川
庁
舎
前

午
後
２
時
〜
４
時

※
成
分
献
血
・
２
０
０
ml
・
４
０

０
ml

※
成
分
献
血
は
予
約
制
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
前
日
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
社
会
福
祉
協
議
会℡

○42
２
０
８
９

市
社
会
福
祉
協
議
会
鴨
島
支
所

℡
○26
０
１
３
１

市
社
会
福
祉
協
議
会
川
島
支
所

℡
○25
５
５
２
２

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

※

※
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
運
転
中
　
メ
ー
ル
一
回
　
じ
こ
を
よ
ぶ

太
田
　
貴
大
（
鴨
島
小
学
校
六
年
）

入
学
金
や
授
業
料
、
教
科
書

代
、
ア
パ
ー
ト
の
敷
金
、
家
賃
な

ど
入
学
時
や
在
学
中
に
必
要
と
な

る
資
金
を
融
資
す
る
公
的
制
度
と

し
て
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
の

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

融
資
額

学
生
・
生
徒
一
人
あ
た

り
２
０
０
万
円
以
内

融
資
期
間

１０
年
以
内
（
在
学
期

間
以
内
で
元
金
据
置
が
可
能
）

利
率

年
１
・
５
５
％
（
固
定
金

利
　
平
成
１７
年
１１
月
１０
日
現
在
）

国
民
生
活
金
融
公
庫
徳
島
支
店

℡
０
８
８
（
６
２
２
）
７
２
７
１

国
の
教
育
ロ
ー
ン

問
い
合
わ
せ

募
集 

「
放
送
大
学
」

4
月
入
学
生
募
集

本
学
で
生
涯
学
習
を
は
じ
め
ま

せ
ん
か
。
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
、
大
学
教
育

を
１
科
目
か
ら
、
半
年
単
位
で
学

べ
ま
す
。

募
集
期
間

１２
月
１５
日
（木）
〜
平
成

１８
年
２
月
２８
日
（火）

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
８
（
６
０
２
）
０
１
５
１

募
集
要
項
請
求
・
問
い
合
わ
せ

催
し 

と
き

１２
月
１８
日
（日）

開
場
　
午
後
１
時
３０
分

開
演
　
午
後
２
時

と
こ
ろ

山
川
公
民
館

入
場
料

前
売
り
５
０
０
円

当
日
　
６
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

山
川
公
民
館
・
川
島
図
書
館
・
鴨

島
公
民
館
・
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

徳
島
県
出
身
。
四
代
目
桂
福
団
治

門
下
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
、
四

国
放
送
な
ど
で
お
な
じ
み
。

主
催

吉
野
川
市
文
化
協
会

共
催

吉
野
川
市
教
育
委
員
会

市
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

℡
○22
０
０
１
５

と
き

１２
月
１８
日
（日）
午
後
１
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通

り
（
マ
ミ
ー
広
場
）

出
演

カ
エ
ル
本
舗
（
の
ど
歌
を

中
心
と
し
た
民
族
音
楽
）

古
典
落
語
二
席

桂
七
福
公
演
会

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

正
午

★
出
店
募
集
中
！
（
無
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/kam

ojim
a

/m
achicon/

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会

℡
○24
３
７
２
５（
鎌
田
）

第
８１
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

連
絡
先相

談 

交
通
事
故
巡
回
相
談

交
通
事
故
に
関
す
る
巡
回
相
談

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

と
き

１２
月
１５
日
（木）
、
平
成
１８
年

１
月
１６
日
（月）

午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
（
受
け
付
け
は
午
後
２
時
３０

分
ま
で
）

と
こ
ろ

脇
町
合
同
庁
舎
（
美
馬

市
脇
町
）

県
県
民
環
境
政
策
課

℡
０
８
８
（
６
２
１
）
２
２
５
７

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
。 巡

回
職
業
相
談

【
山
川
】

と
き

１２
月
１９
日
（月）
、
平
成
１８
年

１
月
１６
日
（月）
・
２３
日
（月）
・
３０
日
（月）

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

１２
月
１４
日
（水）
、
平
成
１８
年

１
月
１１
日
（水）

午
後
１
時
３０
分
〜

２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

℡
○24
２
１
６
６

調
査 

「
製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ
」

平
成
１７
年
工
業
統
計
調
査
を
１２

月
３１
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
１２
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

市
企
画
政
策
課
℡
○22
２
２
２
１

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

川
島
万
葉
植
物
園

タ
ケ
　
イ
ネ
科

〈表紙写真〉 写
真
の
竹
は
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
で

す
。
中
国
の
故
事
に
あ
る
、
冬
に

病
気
の
母
親
の
た
め
に
タ
ケ
ノ
コ

を
掘
っ
た
孝
行
息
子
の
名
前
、
孟も
う

宗そ
う

に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
島
万
葉
植
物
園
に
行
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
傍
ら
に
大
伴
家
持
の

歌
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
わ
が
屋
戸
や

ど

の
　
い
さ
さ
群
竹
む
ら
た
け

吹
く
風
の
　
音
の
か
そ
け
き
　
こ

の
夕
ゆ
ふ
べ
か
も
』

「
わ
が
家
の
庭
先
の
、
少
し
ば
か

り
の
竹
の
群
れ
に
吹
く
風
が
、
か

す
か
に
聞
こ
え
る
こ
の
夕
べ
で
あ

る
こ
と
よ
。」
と
い
う
意
味
で
、
名

歌
と
し
て
有
名
で
す
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
わ
た
し
の
い
の
ち
を
ま
も
っ
て
い
る
よ
　
か
な
ら
ず
か
ぶ
る
お
や
く
そ
く

住
友
　
月
美
（
川
田
小
学
校
一
年
）

☆
付
加
年
金
を

納
付
し
ま
せ
ん
か
？

老
後
に
、
よ
り
高
い
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
た
い
と
考
え
て
い
る

方
の
た
め
に
、
毎
月
の
保
険
料
の

ほ
か
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し

て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

付
加
保
険
料
の
額
は
１
カ
月
４

０
０
円
で
、
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
対
象
の
方
は
、
第
１
号
被
保
険

者
ま
た
は
任
意
加
入
被
保
険
者
の

方
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険

料
の
免
除
を
受
け
て
い
る
方
や
国

民
年
金
基
金
の
加
入
員
の
方
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
権
を
得
た
月
の
翌
月

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
老

齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支
給
ま

た
は
繰
り
下
げ
支
給
を
受
け
る

と
、
付
加
年
金
も
そ
の
減
額
率
・

増
額
率
に
応
じ
て
減
額
も
し
く
は

増
額
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
だ
よ
り

２
０
０
円
×

付
加
保
険
料
納
付
月
数

例
え
ば
４０
年
間
付
加
保
険
料
を

納
付
し
た
方
（
６５
歳
で
受
給
す
る

場
合
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
年
金

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。７

９
４
、
５
０
０
円
＋
２
０
０

円
×
４
８
０
カ
月
＝
８
９
０
、
５

０
０
円
（
年
額
）

〜
月
曜
日
の
相
談
時
間
を

延
長
し
ま
す
〜

（
受
付
時
間
は
午
後
７
時
ま
で
）

と
き

１２
月
１９
日
（月）
・
２６
日
（月）

と
こ
ろ

徳
島
北
社
会
保
険
事

務
所
（
徳
島
市
佐
古
三
番
町
１２
番

８
号
）

付
加
年
金
額
の
計
算
は
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

☆
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ
♪

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
８
８
（
６
５
２
）
２
８
０
０

問
い
合
わ
せ

麻
し
ん
予
防
接
種
、

風
し
ん
予
防
接
種
は

も
う
済
ま
せ
ま
し
た
か
？

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
、
麻

し
ん
（
は
し
か
）
と
風
し
ん
（
三

日
は
し
か
）
の
予
防
接
種
が
、
混

合
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
接
種
に

変
わ
り
ま
す
。

現
在
の
麻
し
ん
、
風
し
ん
予
防

接
種
の
対
象
者
で
、
ま
だ
接
種
を

終
え
て
な
い
方
は
、
平
成
１８
年
３

月
３１
日
ま
で
に
接
種
を
終
え
て
く

だ
さ
い
。

※
平
成
１８
年
４
月
１
日
以
降
は
、

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
み
、
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
の
み
の
予
防
接
種
は
、

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
予
防
接
種

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

現
行
の
制
度

対
象
者

生
後
１２
カ
月
以
上
９０

カ
月（
７
歳
６
カ
月
）未
満
の
方

接
種
方
法

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
、

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
別
々
に
接
種

（
２
つ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
間
隔

は
４
週
間
以
上
あ
け
る
）

接
種
回
数

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
、

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
１

回
接
種

○
現
行
制
度
に
基
づ
く
麻
し
ん
、

風
し
ん
予
防
接
種
実
施
期
間

麻
し
ん

平
成
１８
年
２
月
１
日
（水）

〜
３
月
７
日
（火）
ま
で

風
し
ん

平
成
１７
年
１２
月
２４
日
（土）

ま
で

※
実
施
期
間
中
に
接
種
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
平
成
１８

年
３
月
３１
日
ま
で
期
間
を
延
長

し
ま
す
の
で
、
健
康
推
進
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

接
種
対
象
者
が
変
わ
り
、
混
合

ワ
ク
チ
ン
を
２
回
受
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

◆
第
Ⅰ
期

生
後
１２
カ
月
以
上
２４
カ
月
未
満

の
方

◆
第
Ⅱ
期

小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
に
あ

る
方

※
現
行
の
制
度
で
ど
ち
ら
か
一
方
、

ま
た
は
両
方
接
種
済
み
の
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
１８
年
４
月
１
日
以
降
の
制
度

〈
参
考
〉

現
在
接
種
対
象
に
な
っ
て
い
る

子
ど
も
の
接
種
の
受
け
方

改正後の混合ワクチンによる予防接種は受け
られません。平成１８年３月３１日までに未接種
の方のワクチン接種を受けてください。

平成１８年４月１日以降の第Ⅰ期･第Ⅱ期接種
の対象者は混合ワクチンの接種を受けること
ができますが、早期予防のため平成１８年３月
３１日までに両方の接種を受けましょう。

麻しんのみ接種済み

風しんのみ接種済み

どちらも
接種していない

市
健
康
推
進
課

℡
○25
６
６
１
５

問
い
合
わ
せ
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ま
が
り
角
　
自
転
車
止
め
て
　
右
左

麻
西
　
　
明
（
学
島
小
学
校
四
年
）

12･1月の健康相談・健康（運動）教室
毎週（月）～（金）（祝日･年末年始を除く）10：00～11：00 鴨島老人福祉センター

12

月

日

14

曜日

水

15 木

21 水

22 木

27 火

16 金

26 月

20 火

時　　間

９：30～10：30

10：00～11：30

９：00～９：30（受付）

10：00～11：00

９：30～10：30

９：30～10：30

13：30～14：30

９：30～10：30

10：00～11：00

10：00～11：00

13：30～14：30

９：30～10：30

９：30～10：30

９：00～12：00

９：30～10：30

10：00～11：00

13：30～14：30

13：30～14：30

９：30～10：30

10：00～11：00

場　　　所

川島老人福祉センター

牛島地区公民館

川島公民館二ツ森分館

森山地区公民館

鍛冶屋敷公会堂

上谷集落センター

東山老人憩の家

川島公民館

敷地老人憩の家

喜来老人憩の家

西川田福祉センター

川島公民館敷地分館（旧敷地集会所）

中古井広域集落センター

西麻植地区公民館

川島公民館山田分館

牛島地区公民館

上浦老人憩の家

知恵島老人憩の家

城戸下浦高開集落センター

鴨島老人福祉センター

地区

川島

鴨島

川島

鴨島

川島

美郷

美郷

川島

鴨島

鴨島

山川

川島

美郷

鴨島

川島

鴨島

鴨島

鴨島

美郷

鴨島

内　　　　　容

健康相談

健康教室＋筋量測定

健康相談＋体脂肪率測定

健康相談＋運動教室

健康相談

健康相談＋筋量測定

健康相談

健康相談＋運動教室

健康相談

健康相談

健康相談＋体脂肪率測定

健康相談

健康相談＋筋量測定

健康教室

健康相談＋運動教室

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談＋理学療法士による相談

問
い
合
わ
せ
／
市
健
康
推
進
課
　

℡
○25
６
６
１
５

栄
養
相
談

（
あ
ら
か
じ
め
市
健
康
推
進
課
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。

（
℡
○２５
６
６
１
５
）

）
１
月
10
日
（
火
）
10：

00
〜
11：
00

２
月
14
日
（
火
）
10：

00
〜
11：
00

健康体操･歩け歩けサークルのお知らせ
●健康体操：１２月２０日（火）・２７日（火）、１月１０日（火）・１７日（火）・２４日（火）・
３１日（火）／１４：００～１５：００／山川公民館

●歩け歩けサークル：１２月１９日（月）・２６日（月）、１月９日（月）・１６日（月）・２３日（月）・３０日（月）／
９：３０～１０：３０／山川公民館に集合

１
　
　
月

日

5

曜日

木

12 木

13 金

6 金

16 月

18 水

19 木

20 金

10 火

17 火

11 水

時　　間

９：30～10：30

９：00～10：00

10：00～11：00

９：30～10：30

９：30～10：30

10：00～11：00

13：30～14：30

13：30～14：30

９：30～10：00（受付）

10：00～11：30

９：30～10：30

10：00～11：30

９：30～10：30

９：30～13：00

10：00～11：00

13：30～14：30

９：00～９：30（受付）

10：00～11：00

13：30～14：30

９：30～10：30

９：30～10：30

９：30～10：30

９：30～11：00

９：30～10：30

９：30～10：30

13：30～14：30

場　　　所

川島公民館久保田分館

東児島老人憩の家（旧東児島公民分館）

西麻植会館

川島公民館神後分館

山瀬地区公民館

鴨島老人福祉センター

立石公会堂

牛島集会所

川島公民館近久分館

上浦老人憩の家

中部農業構造改善センター

牛島地区公民館

川島公民館本町分館

山川公民館

鴨島南部老人憩の家

城山老人福祉センター

川島公民館学西分館

敷地老人憩の家

西川田福祉センター

川島老人福祉センター

中古井広域集落センター

こだま会館

森山地区公民館

三ツ島西公会堂

東部集落センター

中枝老人憩の家

地区

川島

川島

鴨島

川島

山川

鴨島

川島

鴨島

川島

鴨島

山川

鴨島

川島

山川

鴨島

川島

川島

鴨島

山川

川島

美郷

川島

鴨島

川島

美郷

美郷

内　　　　　容

健康相談

健康相談＋運動教室

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談＋理学療法士による相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康教室

健康相談＋体脂肪率測定

健康教室

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談＋筋量測定

健康相談＋運動教室
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『
ア
ン
ボ
ス
・
ム
ン
ド
ス
』

桐
野
夏
生
　
著

図
書
だ
よ
り 

☆
話
題
の
新
刊
☆

川
島
図
書
館
　
　
℡
○25
３
１
４
１

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

℡
○24
５
１
１
１

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
導
入

の
た
め
、
１２
月
１４
日
（水）
か
ら
１
月

２０
日
（金）
ま
で
閉
館
し
作
業
を
行
い

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時
（
土
・
日
曜
日
は
正
午
〜
午

後
１
時
ま
で
閉
室
し
ま
す
）

◆
12
月
・
１
月
の
休
室
日

火

曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
１２
月

２９
日
（木）
〜
１
月
３
日
（火）
）

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
ア
ン
ボ
ス
・
ム
ン
ド
ス
』

ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

桐
野
夏
生
　
著

『
も
も
こ
タ
イ
ム
ス
』

さ
く
ら
も
も
こ
　
著

『
２
０
０
６
年
版
、
年
賀
状
デ
ー

タ
集
』

Ｃ
＆
Ｒ
研
究
所
　
著

『
５９
番
目
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
』

ア
ル
テ
ィ
シ
ア
　
著

『
に
ぎ
や
か
な
天
地
　
上
・
下
』

宮
本
輝
　
著

『
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
　
上
・
下
』

恩
田
陸
　
著

『
告
白
』

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ン
キ
ン

ス
著

『
ワ
ル
ボ
ロ
』
ゲ
ッ
ツ
板
谷
　
著

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の
新
刊
コ
ー
ナ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い

つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日

１２
月
１６
日
（金）
、
１
月
６
日
（金）
・
１３
日
（金）
・
２０
日
（金）
・
２７
日
（金）

※
お
こ
と
わ
り
　
図
書
館
行
事
お
よ
び
休
館
日
は
、
図
書
館
の

電
算
化
作
業
の
関
係
に
よ
り
、
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
各
図
書
館（
室
）ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

美
郷
図
書
室（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
○43
２
８
１
１

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
12
月
・
１
月
の
休
室
日

木

曜
日
、
年
末
年
始
（
１２
月
２８
日
（水）

〜
１
月
３
日
（火）
）

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
12
月
・
１
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
１２
月
２３
日
（金）
、
１
月
１０

日
（火）
、
月
末
図
書
整
理
日
（
１２
月

２８
日
（水）
、
１
月
３１
日
（火）
）、
年
末

年
始
（
１２
月
２９
日
（木）
〜
１
月
３
日

（火）
）

◆
お
は
な
し
会

１
月
１４
日
（土）
の
午
後
１
時
３０
分
か

ら
（
約
３０
分
間
）

◆
映
画
会

１２
月
１７
日
（土）
、
１
月
７
日
（土）
・
２１

日
（土）
の
午
後
１
時
３０
分
か
ら
（
約

２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
１２
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

付
し
て
い
ま
す
。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
鳴
っ
て
る
よ
　
だ
め
だ
め
が
ま
ん
　
ケ
イ
タ
イ
電
話

藤
島
　
愛
由
（
牛
島
小
学
校
四
年
）

あ
わ
た
だ
し
い
師
走
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
も
あ
と
半
月
で
す
。

今
年
は
ど
ん
な
一
年
で
し
た
か
？

ど
ん
な
本
と
出
会
え
ま
し
た
か
？

『
も
も
こ
タ
イ
ム
ス
』

さ
く
ら
も
も
こ
　
著

直
木
賞
受
賞
後
の
著
者
の
変
遷

を
示
す
、
刺
激
的
で
挑
戦
的
な
７

作
品
を
収
録
し
た
短
編
集
。

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
新
聞
方
式

で
、
旅
先
で
の
発
見
か
ら
日
々
の

気
が
か
り
ま
で
を
盛
り
込
ん
だ
、

さ
く
ら
も
も
こ
の
エ
ッ
セ
イ
集
。

笑
い
も
イ
ラ
ス
ト
も
満
載
し
て

い
ま
す
。

『
誰
よ
り
も
つ
よ
く
抱
き
し
め
て
』

新
堂
冬
樹
　
著

『
ア
カ
シ
ア
』

辻
仁
成
　
著

『
ラ
ラ
ピ
ポ
』

奥
田
英
朗
　
著

『
ス
ト
レ
ス
が
み
る
み
る
解
消
す

る
１
０
０
の
コ
ツ
』主

婦
の
友
社
編

『
峠
越
え
』

山
本
一
力
　
著

『
陰
陽
師
　
瀧
夜
叉
姫
上
・
下
』

夢
枕
獏
　
著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
あ
き
は
い
ろ
い
ろ
』五

味
太
郎
　
著

『
雪
の
女
王
　
鏡
の
か
け
ら
』

Ｈ
・
Ｃ
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
　
著

『
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ
』田

畑
ユ
カ
リ
　
著

山
川
図
書
館
　
　
℡
○42
５
２
２
２
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家
族
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学

校
の
先
生
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、
友

人
、
ま
わ
り
の
人
な
ど
多
く
の
人

と
の
き
ず
な
が
、
あ
な
た
の
大
き

な
支
え
と
な
り
、
困
難
に
直
面
し

た
り
、
自
信
を
な
く
し
た
り
、
気

分
的
に
落
ち
込
ん
だ
り
し
た
と
き

で
も
、
耐
え
る
こ
と
が
で
き
、
理

性
を
失
う
こ
と
が
な
い
の
で
す
。

人
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
て
い

る
と
実
感
で
き
た
と
き
、
人
間
は

強
く
な
れ
る
の
で
す
。

青
少
年
育
成
補
導 

自
分
を
み
が
こ
う

わ
が
国
の
将
来
を
担
う
青
少
年

の
皆
さ
ん
の
多
く
は
、悩
ん
だ
り
、

困
難
に
突
き
当
た
っ
た
り
し
な
が

ら
も
、
自
分
を
見
つ
め
、
ま
た
、

社
会
に
も
目
を
向
け
て
、
一
歩
一

歩
成
長
し
な
が
ら
日
々
の
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

考
え
る
と
、
青
少
年
全
体
の
課
題

と
し
て
、
規
範
意
識
の
低
下
や
社

会
的
自
立
の
遅
れ
な
ど
気
に
か
か

ス
マ
イ
ル

美
郷
中
学
校
　
湯
口
　
千
明

ど
ん
な
に
苦
し
い
と
き
で
も

ど
ん
な
に
悲
し
い
と
き
で
も

こ
の
八
人
の
仲
間
と
な
ら

助
け
あ
っ
て
い
け
る

ス
マ
イ
ル
　
ス
マ
イ
ル

今
日
も
　
明
日
も
　
楽
し
く
ク
ラ
ス

ど
ん
な
に
は
る
か
な
道
で
も

ど
ん
な
に
け
わ
し
い
道
で
も

こ
の
八
人
の
仲
間
と
な
ら

乗
り
越
え
て
い
け
る

ス
マ
イ
ル
　
ス
マ
イ
ル

今
日
も
　
明
日
も
　
元
気
な
ク
ラ
ス

（
阿
波
・
麻
植
中
学
生
文
集
「
さ
わ
ら
び
」
第
49
号
よ
り
）

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

℡
○25
６
６
２
０
FAX
○25
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuseicen

ter/ 連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ま
だ
黄
色
　
い
え
い
え
ち
が
う
よ
　
も
う
黄
色

迎
　
　
悠
太
（
種
野
小
学
校
三
年
）

●
高
齢
者
の
事
故
防
止

歩
行
中
の
高
齢
者
を
見
か
け
た

ら
、
十
分
に
安
全
を
確
か
め
な
が

ら
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
自

分
の
運
転
能
力
を
認
識
し
、
ゆ
と

り
を
も
っ
た
運
転
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

●
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
反
射

材
の
活
用

県
下
の
交
通
事
故
の
内
、
午
後

５
時
か
ら
８
時
ま
で
の
間
に
起
こ

っ
た
も
の
が
約
２５
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
ま
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

歩
行
者
や
自
転
車
、
対
向
車
な
ど

に
車
の
接
近
を
知
ら
せ
る
た
め
、

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

歩
行
者
や
自
転
車
は
、
明
る
い

色
の
服
装
や
反
射
材
の
積
極
的
な

着
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

年
末
年
始
は
何
か
と
飲
酒
の
機

会
が
増
え
ま
す
。
飲
酒
・
暴
走
等

無
謀
運
転
行
為
は
、死
亡
事
故
に
も

つ
な
が
り
、本
人
だ
け
で
な
く
、家

族
や
周
り
の
人
ま
で
も
不
幸
に
陥

れ
る
行
為
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲

む
な
、
飲
ま
せ
る
な
」
を
守
り
、飲

酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

自
動
車
で
出
か
け
る
家
族
に
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
正
し
く
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
を
同
乗
さ
せ
る
と
き
は
、

体
格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
正
し
く
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
皆
さ
ん
が
健
や
か
に

育
つ
こ
と
は
、
皆
さ
ん
自
身
の
課

題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
全

体
の
願
い
で
も
あ
る
の
で
す
。

ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
の

か
、
ど
ん
な
大
人
に
は
な
り
た
く

な
い
の
か
、自
分
の
意
見
を
持
ち
、

自
己
を
表
現
し
、
家
庭
や
学
校
や

社
会
の
た
め
に
自
ら
い
ろ
い
ろ
な

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
自

分
を
み
が
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

よ
き
新
年
を
迎
え
よ
う

師
走
も
中
旬
を
迎
え
、
今
年
も

残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
冬
休
み
が
や
っ
て
き

ま
す
。
こ
の
冬
休
み
は
、
過
ぎ
去

り
し
一
年
の
反
省
を
し
た
り
、
来

る
べ
き
新
し
い
年
に
向
か
っ
て
自

分
の
目
標
を
立
て
た
り
し
て
有
意

義
な
日
々
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
家
族
だ
ん
ら
ん
の
楽

し
い
時
間
を
持
っ
た
り
、
お
家
の

お
手
伝
い
も
し
た
り
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

交
通
安
全 

「
年
末
年
始
の
交
通

安
全
運
動
」

平
成
17
年
12
月
10
日

〜
平
成
18
年
１
月
10
日

STOPSTOP
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イ
ン
キ
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使
用
。

休日･夜間在宅当番医表

医　院　名

阿 部 整 形 外 科

鈴木内科（喜来）

大 内 整 形 外 科

工 藤 内 科 医 院

麻名内科外科クリニック

井 内 内 科

高橋皮膚科クリニック

島 野 外 科 内 科

杏 和 医 院

さ く ら 診 療 所

中西内科クリニック

かなめ小児科内科クリニック

鴨島耳鼻咽喉科

いぬい産科婦人科クリニック

リバーサイドクリニック岡田

電話番号

24－4880

24－3413

24－3058

42－3113

26－0020

24－3070

24－5122

25－3060

22－0333

42－5520

42－6755

26－0310

24－8070

22－1230

24－8884

12月

14

15

16

17

○18
19

20

21

22

○23
24

○25
26

27

28

1月

21

23

24

25

26

27

28

30

31

医　院　名

松 永 医 院

杉 山 医 院

梶本胃腸科内科

矢 田 医 院

木村内科胃腸科

筒井クリニック

谷 医 院

鈴木内科（敷地）

和田耳鼻咽喉科

石 原 小 児 科

電話番号

42－2110

25－2802

24－2413

25－2006

24－6413

24－3300

42－2353

24－5880

24－2566

24－2388

12月 1月

13

14

○15
16

17

18

19

20

○22
○29

医　院　名

石原内科循環器科

グリーン耳鼻咽喉科

岸 整 形 外 科

鴨 島 病 院

富 本 医 院

タ ナ カ 医 院

大 久 保 診 療 所

糸 田 川 眼 科

古 本 胃 腸 科

後 藤 田 外 科

岡田医院（川島）

糸田川クリニック

美 摩 病 院

渡 辺 医 院

四 宮 医 院

電話番号

24－2536

24－2488

25－3133

24－6565

42－3123

22－1800

24－1703

24－2531

24－7377

24－2720

25－3566

24－7555

24－2957

24－7177

25－2016

12月

29

30

○31

1月

○1
○2
○3
4

5

6

7
○8
○9
10

11

12

【小児救急医療体制】日曜日の９時～18時、小
児科専門医が診てくれます。
●麻植協同病院℡○24 2101
●阿波病院（第１･３･５週だけ）℡○36 5151

●平日／17時～23時　　●休日／８時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ２チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課℡○25 6615
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１２ １・ 月

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

昭
和
８
年
大
阪
府
堺
市
生
ま

れ
。
学
生
時
代
か
ら
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
の
脚
本
、
舞
台
脚
本

を
手
が
け
る
。
昭
和
３２
年
「
つ
ば

く
ろ
の
歌
」
芸
術
祭
戯
曲
部
門
で

文
部
大
臣
賞
受
賞
。
昭
和
４９
年

「
鬼
の
詩
」
で
第
７１
回
直
木
賞
受

賞
。
テ
レ
ビ
「
１１
pm
」
の
番
組
開

始
か
ら
２５
年
に
わ
た
り
司
会
を
務

め
た
。
映
画
界
に
お
い
て
は
、
故

川
島
雄
三
監
督
に
師
事
、
脚
本

「
質
問
あ
り
」
「
犬
シ
リ
ー
ズ
」

「
駅
前
シ
リ
ー
ズ
」「
悪
名
シ
リ
ー

ズ
」
を
手
が
け
る
。
昭
和
４０
年
代

に
本
格
的
に
小
説
を
書
き
は
じ
め

る
。
大
阪
の
人
情
話
・
商
人
道
な

ど
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
突
き

放
し
な
が
ら
も
、
軽
妙
な
タ
ッ
チ

で
描
く
作
風
は
、
上
方
文
化
を
愛

す
る
者
に
は
、
こ
た
え
ら
れ
な
い

魅
力
を
も
っ
て
ひ
き
つ
け
る
。

主
催

吉
野
川
市
文
化
協
会

共
催

吉
野
川
市
教
育
委
員
会

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
・
鴨
島
公
民

館
・
川
島
図
書
館
・
山
川
公
民

館
・
宮
脇
書
店
鴨
島
店

市
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

℡
○22
０
０
１
５

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災

救急出動

９
月

累
計

９
月

累
計

0件

16件

110件

1234件

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

今
月
の
納
税

市
・
県
民
税
　

第
３
期

納
期
限
　
　
　
　
12
月
26
日
（月）

平成17年11月１日現在

市民のうごき
住民基本台帳（前月比） 外国人登録（前月比）

計　　46,931人　（－２）

男　　22,325人　（＋８）

女　　24,606人　（－10）

世帯数　16,830世帯（＋33）

※65歳以上人口

計12,501人　男5,059人　女7,442人

369人（＋４）

59人（＋３）

310人（＋１）

330世帯（＋８）

〈人権相談〉

１月11日（水）

１月12日（木）

12月15日（木）

１月10日（火）

１月10日（火）

１月12日（木）

12月16日（金）

13：00～16：00

９：00～12：00

13：00～16：00

９：00～12：00

13：00～16：00

９：00～12：00

10：00～12：00

山川庁舎会議室

飯尾敷地コミュニティセンター

美郷庁舎会議室

山川庁舎会議室

川島公民館

市役所１階相談室

市役所１階相談室

〈行政相談〉

〈司法書士会による無料法律相談〉

講　師　藤本　義一（ふじもとぎいち）
と　き　平成18年1月22日（日）

開場　午後1時30分
開演　午後2時

ところ　鴨島公民館ホール
演　題 「心のふれあい」
入場料　前売り1000円

当日　1200円

吉
野
川
市
文
化
協
会

講

演

会

問
い
合
わ
せ
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